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	【警告】
	1. 使用方法
	(1) 汚染創や感染創への使用には注意すること。［瘻孔形成やメッシュの突出を引き起こすおそれがある。］
	(2) 感染を起こした場合には、積極的に治療し、感染が治癒しない場合には、本品を取り除くことも検討すること。［メッシュの突出、本品の移動、セローマ、腸や他の臓器との癒着、血腫、疼痛、炎症、瘻孔形成、ヘルニアの再発、脆弱組織の欠損再発、腸や他の組織の穿孔や感染等が発生するおそれがある。］


	【使用目的又は効果】
	【使用方法等】
	1. 各鼠径ヘルニアへのアプローチ方法
	(1) 外鼠径ヘルニア
	1) プラグを先端部分から内鼠径輪に挿入し、プラグ辺縁を横筋筋膜に結節縫合にて固定する。
	2) 挿入したプラグが大きすぎる場合には、内側のペタル部分を切り取り調節する。

	(2) 内鼠径ヘルニア
	1) ヘルニア嚢頸部で横筋筋膜を全周的に切開し腹膜前脂肪組織を露出させる。
	2) ヘルニア嚢を腹腔側に向けて還納後、ヘルニア門にプラグを挿入し、適切な箇所で結節縫合にて固定する。

	(3) 大腿ヘルニア
	1) ヘルニア嚢を還納した後、小さめのサイズのプラグを、先端が大腿管の開口部に接するように挿入する。
	2) プラグを周辺の組織に縫合固定する。オンレイパッチを留置するための十分な場所がある場合は、オンレイパッチを使用することもできる。


	2. オンレイパッチの使用方法（共通）
	(1) オンレイパッチは、鼠径管の底部（後壁）の補強に用いる。適切な形状とサイズに調節することができる。スリットを入れ、スリットのテール部を縫合することで鼠径輪の補強を促す。
	(2) 鼠径管の底部（後壁）前面に留置する。縫合は不要である。
	(3) 線維芽細胞増殖とコラーゲン形成により、組織がメッシュに入り込み、留置部に固定される。

	3. 使用方法等に関連する使用上の注意
	(1) プラグを縫合する際は、大腿部の血管及び神経を損傷しないように注意すること。
	(2) 本品を適切な位置に固定する際は、非吸収性モノフィラメントの縫合糸の使用を推奨する。
	(3) 巨大な欠損部やパンタロンヘルニアに対して本品を複数個使用する際は、隣接するプラグ同士を縫合糸でつなぐこと。


	【禁忌・禁止】
	1. 使用方法
	(1) 再使用禁止
	(2) 再滅菌禁止
	(3) 本品を直接、腸や他の内臓組織に接触させないこと。［本品が腸や他の内臓組織に癒着するおそれがある。］

	2. 適用対象（患者）

	【形状・構造及び原理等】
	1. 形状
	2. 構造
	3. 材質

	【使用上の注意】
	1. 不具合・有害事象
	(1) 不具合
	(2) 有害事象

	2. その他の注意

	【保管方法及び有効期間等】
	1. 保管方法
	2. 有効期間

	【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

